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評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考
判定
結果
（中
間）

２学期以降の改善策

判定
結果
（最
終）

今後の改善策

①教育課程・学習指導

各教科の授業のふり返りに
重点を置き、自己の変容や
新たな課題の発見につなぐ
ことができるように授業改
善を図る。

各授業において、めあてを
明確にした授業を展開し適
切にまとめたうえで、自己
の変容・学びの実感を確認
するふり返りをする。

教務主任

授業時間のタイムマネジメント
が図られ、ふり返りをする時間
は確保されつつあるが、ふり返
りの内容を条件に合わせて書く
ことができるなど充実させる必
要がある。

【成果指標】
各教科の授業において
自己の変容や学びの実
感、学びのつながりを意
識したふり返りをすること
ができる

授業のふり返りの視点を決めて行い、充
実したふり返り活動ができた割合が、
Ａ　８０％以上　　Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

７月・１２月に教職員
を対象にアンケートを
実施する。

B

「学びの自覚につながるふり返り」の月ごとのチェックでは70％以上
できているが、児童の達成感や成就感・次時への意欲を高めるふり
返りが63％なので、キーワードを示したり、既習で関連することをふ
り返ったりし1校1プランの取組と連動しながら取り組んでいく。 Ｂ

教職員のふり返りでは、どの項目も1学期よりも上がっていて７９％できて
いた。その中で児童の達成感や成就感・次時への意欲を高めるふり返りが
66％である。しかし児童は算数用語を使ってのふり返りがよくできている
は、８０％以上であった。来年度は教師がめざす達成感・成就感の児童の
姿を念頭において、ふり返りの更なる充実を図っていきたい。

５つのポイントを意識した挨
拶をし、自分も周りも明るく
なるような学校づくりとより
よい人間関係の育成を図
る。

児童会を中心に挨拶の５つ
のポイントを全校に広め、５
つのポイントをもとに定期
的に学級で振り返りを行う。

生徒指導
主事

昨年度の取組から、挨拶の５つの
ポイント（自分から・手を振って・大
きな声・笑顔・目線）が、児童の意
識にある。今年度は進んで実践で
きる児童を増やし、自分も周りも明
るくなるような学校づくりとよりよい
人間関係の育成に繋げたい。

【成果指標】
５つのポイントを意識して
挨拶をすることができる。

５つのポイントを意識して挨拶をすること
ができた児童の割合が、
Ａ　８０％以上　　Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

７月・１２月に児童を
対象にアンケートを実
施する。

A

アンケートでは、96%の児童より上位回答を得られた。各担任が児
童の実態に合わせて目標を持たせ挨拶への取組を行い、日常的に
声掛けを行うことで、児童の意識が向上した。2学期は、意識が行
動へと変わり、全校のみんなでポイントを意識した挨拶ができるよ
う、児童会を中心に挨拶に関する提案やイベントを計画していく。

A

アンケートでは、93％の児童より上位回答を得られた。児童会の挨拶に関
する取組では、多くの児童が進んでイベントに参加し、５つのポイントを意
識した挨拶をすることができた。進んでよい挨拶をすることに関して、児童
は年間を通じて高い意識を持って取り組むことができた。保護者や町の
方、見学先など学校外でもよい挨拶ができるよう、来年度以降も取り組ん
でいきたい。

生徒指導の３機能を生かし
た授業作りに取り組み、い
じめ・不登校の未然防止を
図る。

学校生活アンケートやQ-Uアン
ケート、児童との面談などをに
より児童の実態把握を図り、児
童が周りとのつながりを実感
し、よりよい人間関係を築ける
よう「共感的人間関係」を意識
した授業づくりを実践する。

生徒指導
主事

少人数のよさを生かし、学年を
こえて仲良く関わることができ
ている。しかし、限られた人間
関係の中での関係作りに課題
も見られる。相手を理解し、自
分の思いを伝えながら、よりよ
い関係を築けるようになってほ
しい。

【努力指標】
児童が周りとのつながり
を実感し、よりよい人間
関係を築けるよう「共感
的人間関係」を意識した
授業実践を行う。

児童が周りとのつながりを実感し、よりよ
い人間関係を築けるよう、「共感的人間
関係」を意識した授業実践を行うことの
できた教職員の割合が、
Ａ　１００％　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

７月・１２月に教職員
を対象にアンケートを
実施する。

A

アンケートでは、教職員100%の上位回答が得られた。学校研究の話し方・聞き方
のポイントにある相手意識をもてるように各学級が取り組むことで、児童が相手の
考えを知り、関わり合いながら学習を進めていくことができた。また、友達に反応を
返す意識を持ち、よい雰囲気で学び合い、授業の成果物の交流や縦割り交流で、
他学年との関係も深めることができた。2学期は、普段の授業に加え、様々な行事
やそれに向かう時間・振り返りの時間を大切にし、たくさんの友達と喜びや悔しさ
頑張る気持ちを共有できるようにしたい。

A

アンケートでは、教職員100％の上位回答が得られた。特に２学期は、学校
行事やスポチャレ、表現発表会などに向けて、学校やクラス全体で目標に
向かって頑張る機会が多くあり、より友達や他学年とのつながりを強めるこ
とができた。行事に向かっては、どの学年も個人の目標、振り返りの機会を
持つことで、自分や友達の成長に気づく機会を作ることができた。

③キャリア教育・進路指導

現在の自分より少しでも高めら
れることを意識した目標を持
ち、その達成に向けて前向きに
努力し、やり遂げた満足感を味
わわせることで自己肯定感を
高め、将来の夢や希望をふくら
ませる。

各種行事や取組等におい
て、各学年や個々人の実態
に応じて、“今よりも少し上”
を意識した目標を持たせ、
目標が達成できるようにす
る。

キャリア
担当

やるべきことを真面目にこなす
が、現状に満足し、さらなる努
力をして自分を伸ばそう・高め
ようとする意識が弱い。児童や
学年の実態に応じて、“今よりも
少し上”を目指して努力できる
意識づけの必要がある。

【努力目標】各種行事や
取組等において、児童が
“今よりも少し上”を意識
した目標設定をし、その
達成に向けて努力するこ
とができる。

各種行事や取組等において、児童が目
標を立てて努力し、「記録が伸びた・成
長した・目標達成に向けてがんばれた」
と自己評価で上位回答した児童の割合
が、
A　　１００％　　　　　　B　　８０％以上
C　　６０％以上　　　　D　　６０％未満

７月・１２月に児童・教
職員対象のアンケート
を実施する。

A

７月のアンケートにおいて、児童97％・教職員100％の上位回答を得た。
校内連合運動会や壮行会、「話す力・聞く力・話し合う力」を高める取組、
あいさつや日々の生活習慣の改善等、現状や今の自分のレベルを鑑み
て、適切な目標設定し、その向上に向けて努力している姿が多く見られ
た。２学期は行事や取組も多くなり、１学期でのがんばりや努力を２学期
にうまくつなげていきたい。

A

12月のアンケートにおいて、児童・教職員ともに１００％の上位回答が得ら
れた。各種行事や取組等において、各学年や個々人の実態に応じて適切
な目標を持ち、その達成を目指して真摯に努力する姿が多く見られた。全
校的に「一生懸命にがんばることが素晴らしい」という風土が培われている
ので、来年度以降も継続できるようにしていく。

児童の発達段階に応じ
て、柔軟性の向上を中心
に、バランスの良い体力
向上を目指す。

器械運動領域だけでな
く、準備体操やウォーミ
ングアップ等で柔軟性を
高める動きを取り入れて
いく。

体育担当

全体的にバランスよく体力
の向上が図られているが、
柔軟性において、全体的に
弱い傾向がみられる。

【成果指標】
体力テストにおいて、
柔軟性の5項目中3項目
以上、全40項目中32項
目以上で県平均記録を
上回る。

体力テストにおいて、柔軟性5項目中か
つ全40項目中、県平均記録を突破した
項目が、
A　3項目かつ32項目以上　　B　2項目か
つ28項目以上
C　1項目かつ24項目以上　　D　1項目
かつ24項目未満

体力テストを実施し、
体力分析を行う。

B

春の体力テストにおいて、柔軟性の項目が５項目中３項目、全４０項目中
２８項目が県平均記録を上回っている。日々の準備体操における柔軟性
を高める運動が功を奏して、柔軟性は目標をクリアできた。しかし、まだ
全体的に弱い部分があるので（各学年により弱い部分がバラバラ）、２学
期の運動会やマラソン大会等の行事を活用し、全体的な体力の向上を目
指していく.。

Ｂ

秋の体力テストにおいて、柔軟性の項目５項目中県平均記録を上回ったの
はわずか１項目にとどまり、春の記録より下回る結果となった。しかし全体
をみると、全４０項目中３１項目で県平均記録を上回り、春よりも3項目上回
る結果となった。全体的に高い体力結果を示してはいるものの、柔軟性の
弱さに課題がみられた。準備体操以外の場面においても、柔軟性を高める
運動を積極的に取り入れ、改善を図っていきたい。

心身の健康保持に関心を
持たせ、メディアコント
ロールの意識向上に向け
た指導の充実を図る。

健康生活チェックやメ
ディア使用の実態把握を
行い、児童委員会活動を
中心に、メディア使用と
心身の健康の関係につい
て関心を持てるよう働き
かける。

養護教諭

就寝時刻が目標時刻より遅い児童が２
０％おり、その原因がメディアの使いす
ぎである場合が多い。昨年度、メディア
使用時間の目安を提示し、時間を意識
する必要性は感じているが、コントロー
ルできている児童は少ない。また、授
業でのタブレット端末使用の機会が増
え、使用時の姿勢が悪い児童がみら
れる。。

【成果指標】
健康に留意したメディ
ア使用を心掛けること
ができる。

「健康に気をつけてメディアを使用するこ
とができた」と答えた児童の割合が、
A　９０％以上　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　D　７０％未満

７月・１２月に児童対
象のアンケートを実施
する。

B

児童アンケートにおいて、９７％の上位回答を得た。しかし、高学年
を対象としたメディア使用時間に関するアンケート項目において、８
０％の児童が２時間以上使用していた。１１月の学校保健委員会を
通して、メディア使用時の留意点を伝え、児童自身が自分で健康に
留意したメディア使用ができるよう、チェックシートを活用した取り組
みを行う。

A

11月の学校保健委員会やメディアコントロールチャレンジの取り組みを通して、
メディア以外の時間の過ごし方を発見し、メディアとのつきあい方を見直す様子
がみられ、児童アンケートにおいて、97％の上位回答を得た。また、高学年でメ
ディア使用時間が改善した児童が増え、保護者アンケートにおいても、「規則正
しい生活をしていると思う」の回答が全体的に増えた。引き続き、メディアとの上
手なつきあい方について継続的に働きかけていく。

⑤安全管理
防災への意識を高め、自ら
考え具体的な行動につなげ
ることができるようにする。

訓練の際には、教科の内
容と関連付けて事前指導を
行い、日頃からの備えなど
について家庭と連携して点
検し、防災への意識が継続
するようにする。

教頭
訓練の際の防災への意識の高
まりが継続するような手立てを
行う必要がある。

【努力指標】
訓練の際の児童への事
前指導や訓練内容を充
実させ、家庭との連携を
はかることができる。

訓練の際の児童への事前指導や訓練
内容を充実させ、家庭との連携をはかる
ことができた教職員の割合が、
Ａ　１００％　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

７月・１２月に教職員
対象のアンケートを実
施する。

B

職員アンケートでは上位回答100%ではあったが、全員がABCD４段階
のB評価となった。児童への事前指導はしっかりできたが、家庭との連
携という点で、児童の振り返りより児童が保護者とともに家庭での防災
点検を実施できていなかったことが課題である。いつ起きるかわからな
い地震の際に家庭での点検は大切であると考え、点検チェック表をもう
少し早めに保護者に配布し、取り組みやすくする。

A

A評価が50％となり、1学期よりも評価はよくなった。火災避難訓練では煙
の危険に視点を絞って事前指導し、家庭で家族と学習を振り返り防火の約
束を考える機会をもてた。火災避難訓練、引き渡し訓練ともに、児童は真
剣に取り組むことができた。今後も避難の視点を明確にし、家庭での安全
意識につなげていきたい。

⑥特別支援教育

気になる児童について、児
童の困り感や特性を共通
理解し、全職員で支援策を
検討・共有・見直しをし、個
に応じた支援体制を整え
る。

児童理解の会、特別支援
校内委員会を定期的に実
施し、支援を必要とする児
童の理解を深め、個に応じ
た支援策を検討したり見直
したりし、共有を図る。

特別支援
教育コー
ディネー

ター

気になる児童について、毎月の
児童理解の会で共通理解し、
全職員で対応策を共有してい
る。担任・養護教諭・ＳＣが繋が
り情報交換し、よりよい児童支
援・家庭支援について連携し対
応していく体制をつくる。

【努力指標】
個に応じた支援をするた
めに、職員間で児童への
共通理解を深め、支援策
を検討したり見直したり
する。

個に応じた支援をするために、児童への
共通理解を深め支援策を検討したり見
直したりできた教職員の割合が、
Ａ　１００％　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

７月・１２月に教職員
対象のアンケートを実
施する。

A

アンケートでは、教職員100%の上位回答が得られた。毎月の児童
理解の会だけでなく、普段から級外・養護教諭と担任が児童の様子
を共有することができたことで、さらなる児童理解に繋がった。夏季
休業中に個別の支援シートを見直し、全体で具体策を共有すること
で、気になる児童についての理解をさらに深め、2学期も学校全体
で関わり支援していける体制をつくっていく。

A

アンケートでは、教職員100％の上位回答が得られた。児童理解の会で情
報を共有し、気になる児童だけでなく全校児童を全職員で見守ることがで
きた。学習で支援が必要な児童については、補充学習を管理職や級外、
支援員も支援し、安心して学校で過ごし、学習に取り組めるような体制をつ
くることができた。来年度も人間関係・学習面で支援が必要な児童の共通
理解と、組織で支援していく体制づくりをしていく。

⑦組織運営・業務改善

職員間の「協働」「支えあ
い」を基に、業務内容の精
選や効率化を図り、ゆとり
ある教育活動を推進する。

退勤時刻１９時を目指すた
めに、月ごとの業務改善振
り返りシートに取り組み、各
職員が具体的な改善点を
意識して実行する。

教頭
業務の平準化や効率化に努め
ているが、教材研究等に多くの
時間が取られている。

【努力指標】
退勤時刻が１９時を超え
ないように、継続して業
務内容の精選や効率化
を図る。

退勤時刻が１９時を超えないように、業
務内容の精選や効率化を図ることがで
きた教職員の割合が、
Ａ　１００％　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

教職員の業務内容振
り返りシートを集約す
る。

C

努力指標について肯定的評価は67％であった。業務改善のための
方策を職員で考え、会議の資料の準備を工夫したり、共有スペース
の整理整頓で働きやすい環境を整えたりできたが、教材準備や分
掌の業務に時間をとられた。2学期は、定時退校日の週の職員朝礼
で声をかけ、19時を過ぎたら職員室で声を掛け合い、早く退勤する
日を少しでも多くしリフレッシュ・意識改善をめざしたい。

B

職員の19時退校の意識について上位回答83％と高まり、定時退校日
をつくろうと心掛けるようになってきた。業務内容を減らすことは難し
いが、見通しをもって仕事を進めるとともに、職員の負担感の大きい
業務や整備の必要な個所を把握して、改善することを継続したい。

⑧研修

国語科を中心として、主体
的に学び、「話す力・聞く
力・話し合う力」をバランス
よく育成する。

国語科の「話すこと・聞くこ
と」領域において、学習指
導要領に示されている指導
事項の確実な習得と活用を
図る。

研究主任

昨年度の研究実践により、「話す
力・聞く力・話し合う力」について
は、全体的に高まってきている。今
年度は、昨年度の課題の改善を図
りながら、さらなる力の向上やその
活用が図られるような研究体制を
構築していく。

【成果指標】
学習指導要領に示され
た「話すこと・聞くこと」領
域の指導事項に準じた
「話す・聞く・話し合う力」
アンケートを実施し、定着
率をみる。

「話す・聞く・話し合う力」アンケートにお
いて上位回答の児童・教職員の割合
が、
A　８０％以上　　　B７０％以上
C　６０％以上　　　D６０％未満

７月・１２月に児童・教
職員対象のアンケート
を実施する。

B

７月のアンケートにおいて、児童８５％・教職員５８％の上位回答を
得た。１学期の「話すこと・聞くこと」単元の履修が多くの学年で１単
元だけにとどまったことが教職員の上位回答の低さの要因であると
思われる。２学期以降、履修が増えることに伴い、児童の指導事項
定着が図れれば、教職員の上位回答の割合も増加に転じていくも
のと思われる。

A

12月のアンケートにおいて、児童９７％・教職員８９％の上位回答を得るこ
とができ、７月時点に比べ大幅な改善・向上が見られた。今年度は、「話す
こと・聞くこと」領域における指導事項の確実な習得を研究の重点として進
めてきたが、全校的に高い水準での習得が図れたといえる。２年間の研究
の取組により得られた力を土台として、来年度はさらなる向上を目指してい
きたい。

⑨保護者，地域との連携

地域の良さを生かした実践
や地域行事の児童の参加
を通じて、児童の地域への
誇りや郷土愛の心情を涵
養する。

地域人材や地域教材を活
用した授業実践を推進する
とともに、地域の行事への
参加を児童に呼びかける。

教頭

地域・保護者の方はとても学校
に協力的であるが、現状では感
染症対策のため、育友会や地
域の行事への児童が参加や、
地域や地域の人材を活用した
授業実践が難しい。

【努力指標】
地域を活用した授業実践
や、地域行事への児童
の参加を可能な範囲で
時期や方法などを工夫し
て行う。

地域を活用した授業実践や、地域行事
への児童の参加を可能な範囲で工夫を
して行うことができた教職員の割合が、
Ａ　１００％　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

７月・１２月に教職員
対象のアンケートを実
施する。

B

職員アンケートでは上位回答100%ではあったが、全員がABCD４段
階のB評価となった。コロナ禍のため地域の町の先生を講師とする
山野草教室や地域行事を実施することが難しかった。２学期以降、
感染状況の様子を見ながらではあるが、町の先生の各教室を感染
防止策をとり形式を変えて行ったり、地域行事への参加を呼びかけ
たりしていく。

A

A評価が50％となり、1学期よりも評価はよくなった。２学期後半に感
染症の状況が落ち着き、ブロッコリー教室や稲刈り、森林教室、木工
教室、町探検が実施できたため、地域の方から学ぶ機会がもてた。
それによって、児童は地域の環境や産業、また地域の方の工夫や努
力について知ったり考えたりすることができた。

⑩教育環境整備

校舎内外の環境整備・環境
美化に努め、安全で教育効
果を高める教育環境の充
実を図る。

日常的に危険に対する高
い危機意識をもち、2か月
に１回の安全点検を継続し
て行う。

教頭

定期的に点検し迅速に対応し
ている。継続してマンネリ化を
防ぐために新たな視点で点検
項目を見直したり、日々の職員
間の情報共有を図ったりする必
要がある。

【努力指標】
危険に対する危機意識
を持って日々の点検に努
める。

危険に対する危機意識を持って日々の
点検に努めることができた教職員の割合
が、
Ａ　１００％　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満

７月・１２月に教職員
対象のアンケートを実
施する。

A

職員アンケートでは上位回答100%ではあった。4月と6月に安全点検
を実施し、児童の危険に関わる箇所はなく安全に学校生活を送るこ
とができている。学校設備の老朽化を鑑み、日々点検し気になる箇
所が生じればすぐに対応できた。２学期以降は、特に台風の発生や
積雪による被害から安全を守れるように定期点検に併せて日々の
安全確認を行っていく。

A

職員アンケートで上位回答100％であった。2学期も2か月に一度の点
検日を設定し、小さな危険を見逃さずに安全な状況を保つことができ
た。老朽化による問題が生じたときは、最善の対応を行っているが,今
後も点検をしっかり行い早期対応を心掛けていきたい。

学校関係者評価

・教師が熱意をもって充実した授業をめざし、児童がそれに応え素直に真剣にがんばる姿がすばらしい。上級生が下級生のよい手本となり、仲が良い。一つの目標に向かって助け励ましあい、個々が苦手なことにもあきらめず取り組むことができる環境にある。
・保護者や地域の人が温かく見守り、教育活動の支援や、環境整備にとても協力的である。
・メディアコントロールに関して、スマホ等端末機器の使用が低年齢化しているため、家庭での指導が難しい。適切に使えばとても便利なものなので、今後も情報モラル教育や家庭との連携を充実させてほしい。
・一人1台端末の活用について、授業や家庭学習に効果的に取り入れていってほしい。
・いじめの未然防止について、今後も児童の観察・理解を徹底し、いじめのない安心して学べる学校づくりを推進してほしい。

加賀市立三谷小学校　校長　平井　雅子　         印　　
学校教育ビジョン
　学校教育目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）めざす学校像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度の重点目標
　　夢や目標に向かって，主体的に学ぶ三谷っ子の育成　　　　　　　　　　　　　　　①学ぶ意欲にあふれ,一人一人の成長が感じられる学校　　　　　　　　　　　（１）豊かな心と健康な体を育成する教育の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②子どもが安心して笑顔で生活できる学校　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）主体的・対話的で深い学び」の実現と学力向上
　（１）めざす児童像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③保護者や地域に信頼される学校 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）すべての子どもが安心して学べる学校づくり
　　　①自分の夢や目標をもち,自分で考えて前向きにがんばる子　　　　 　　　　（３）めざす教師像                                                         （４）家庭や地域との連携と郷土を愛する心の育成
　　　②友だちを大切にし,人の気持ちを思いやる子　　　　　　　　　　　　　　　　 ①子どもの目標達成や夢の実現を支えるために，協働して学び続ける教師 　　（５）協働し，笑顔で教育活動を推進する教職員集団づくり
　　　③心身ともに元気な子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②児童一人一人の安心と安全を第一に考えて行動する教師
　　　④家庭や郷土を大切にする子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③保護者や地域と連携して，子どもたちを育てる教師

 学　校　評　価　【　最　終　報　告　書　】

④保健管理

②生徒指導
※いじめの未然防止


